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ポ蛋白であるレムナントと small LDLを分離し，酸化や細胞外基質への結合能を in vitroで評価した。酸化
ではレムナントでコントロールと Tgを比べるとコントロールのほうが酸化されやすく，small LDLでは逆
に Tgのほうが酸化されやすいことが明らかとなった。コントロールのレムナントと Tgの small LDLを比
較すると，small LDLのほうがより酸化されやすいことが明らかとなった。リポ蛋白と細胞外マトリックス
の結合能では，レムナントではTgとコントロールで差は認められなかった。Small LDLではTgはコントロー
ルに比べて高い結合能が認められた。レムナントと small LDLを比べると small LDLのほうが高い結合能を
示した。レムナントと small LDLでは small LDLのほうがより atherogenicであることを明らかにした。
　LPLTgウサギは血中コレステロール値が同じとき，コントロールに比べて動脈硬化が促進していた。動







　動脈硬化の発生における LPLの役割は dual functionを示すことを明らかにした。以前から知られている
LPLがレムナント代謝を促進して高脂血症を改善する anti-atherogenicな作用，もう 1つは今回，我々が発
見した現象である，特に高コレステロール血症の場合，LPLが small LDLの産生を増加し，その結果動脈硬
化を促進する pro-atherogenicな作用があることが示唆されました。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は動脈硬化の発生におけるリポ蛋白リパーゼ（lipoprotein lipase，LPL）の役割をトランスジェニッ
クウサギを用いて詳細に検討したものである。その結果 LPLは血中コレステロール値によって動脈硬化抑
制的に働く場合と逆に動脈硬化促進的に働く場合がある。つまり dual functionを有する酵素であることを
明らかにした意義ある研究と考える。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
